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中部教育事務所第58号
令和７年２月26日
主任社会教育主事
山﨑一也・竹内実佐恵

中部教育事務所管内の社会教育活動を発信します
この「社教NFTかわら版」はみなさんの地域や社会教育活動を応援する情報誌です。
社会教育に関わる活動情報がありましたらぜひお知らせください。
連絡先 高知県教育委員会事務局 中部教育事務所
TEL  088-893-6166 FAX 088-893-6167 E-mail 310305@ken.pref.kochi.lg.jp

社会教育を知っちゅう？
「社会教育」という言葉を聞いたことがある方は多いと思いますが、「正直、あまり
よく分からないかも…」という方もおられると思います。でも、実は、みなさんにとって
身近なものなのです。そこで、社会教育について、少しお話させていただきます。

【社会教育法 第２条】
「社会教育」とは、学校教育法又は就学前の子どもに関する教育、保育
等の総合的な提供の推進に関する法律に基づき、学校の教育課程として
行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる組
織的な教育活動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）

地域住民を対象とした公開授業や講座等の教育活動
〈例〉 公開授業やしつけに関する講座

⇒学校の先生が講師/会場が学校でも 社会教育

学校の教育課程として行われる教育活動
〈例〉 校区内のごみ拾い

⇒学校外で行う活動でも 学校教育

社会教育関係団体って？
【社会教育法 第10条】
「社会教育関係団体」とは、法人であると否とを問わず、公の支配に属しない団体で社会教育に関する
事業を行うことを主たる目的とするもの

こっちは

学校教育だね。

１．市町村連合婦人会との連絡連
携
２．関係機関との連絡連携
３．婦人の教養と生活、地位向上を
はかるための研修活動
４．その目的達成に必要な事業

あっ、あれか。行ったことある！
公民館でやってる防災講座。

じゃあ、このような社会教育を
行っている団体って？

PTA

子ども会

青年団老人クラブ ガールスカウト
ボーイスカウト

婦人会

など

ここでは、スポーツ活動、レクリ
エーション活動、さまざまな体験
活動や社会貢献活動など、組
織的に教育活動が行われてい
るんだね。

２月15日に、高知県社会教育実
践交流会が開催されました。青年
団や婦人会、社会教育委員、公民
館等に関わる方々がたくさん参加さ
れ、日頃の活動を交流し合いました。
会の様子については、次回、報告
します。
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中部教育事務所管内には、高知県連合婦人会に加入する婦人会が３つあります。土長、吾川、高岡です。各
ブロック、各地域で研修会や地域、学校との交流活動を年間を通して行っています。また、高知県連合婦人会
が主催する会にも参加しています。
【高岡地区連合婦人会の目的】
日高村、四万十町、梼原町、須崎市、津野町の５つの婦人会との連絡をとり、その活動を助長するとともに、
婦人の教養を高め、婦人の地位と生活の向上をはかること。

社会教育関係団体の１つである、婦人会の活動について
お伝えします。

○高岡地区連合婦人会定期総会・研修会 5/24 四万十町役場
講演：「いまどき 婚活事情」
講師：井上 義之氏（四万十町出会い応援センター てとてと 代表）
婚活を通じて、その先の未来の幸せにもつなげていくことを目指すべき姿と考え、登録
されている方に対して、「他人任せ」から「自分ごと」へ意識の転換を図ってもらえるよ
うに働きかけているそうです。最後に、参加者の婦人会の方に向けて、お願いとして、婚
活支援のサポーターになっていただきたいと話されていました。

○高岡地区連合婦人会夏季交流会 ７/２ 須崎市立市民文化会館
講演：「老後を楽しく生きるために」
講師：小松 むつ子氏（高知県金融広報アドバイザー）
老後を楽しく生きるために、
・自分にとって何が大切かを考える。
・今やっておくこととしては、遺産整理を行うこと。
・定年から年金を受給するまでの間のことを考えておく。

など、今からできることを教えてくださいました。
講演後、NPO法人すさきスポーツクラブの方の指導のもと、モルック体験も行われました。

司会は、四万十町連合
婦人会の会長です。

ご存じですか？ モルック
北欧フィンランドが発祥です。広場があって、何人
か集まれば誰でもできるところに魅力があります。
モルック（投げる棒）を投げて、倒れたスキットル
（木製のピン）の内容によって得点を加算していき
ます。先に50点ぴったりになれば勝ちとなります。

須崎市では、毎年3
月に須崎市長杯を開
催しているそうです。市
外からの参加もOK！

婦人会とは

楽しく、元気に活動しています！
高岡地区連合婦人会では、上記のような会を企
画・運営しています。また、地区内の婦人会におい
ては、学校や地域との交流活動を行っています。
例えば、
・保育園や学校で行われる交通安全教室
・中学校の郷土料理づくり
・地域の施設訪問 等です。
学校や地域の取組には、婦人会の関わりが多く
見られます。このような関わりは、婦人会の方々に
とっても、学校・地域にとっても喜びや刺激になって
います。

須崎公民館サークル
「モンステラ須崎」による
フラダンスショーもありました。
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